
 

 

 
 

校長 星野 健一 
 

学校の周りの稲も刈り取られ、景色も一変して収穫多き、実りの秋となりました。 
先月は１・２年生による新人スポーツ大会地区予選が行われ、各部活動とも夏の

練習の成果を出しつつ、戦っている姿が眩しいくらいでした。それをまた応援する
姿も熱く、顧問の眼差しもいつになく真剣に子どもたちに注がれているのがとても
印象的でした。試合の結果は、別記にありますが、惜しくも予選で終わってしまっ
たものや県大会へ進む部も多数出ていて、その勢いとともにそれぞれが３年生から
引き継いだものが、二中の伝統になりつつあります。 
また、２学期の大きな行事の一つの体育祭が、９月２９日に行われました。今年

のスローガン『NEVER GIVE UP 朝日のように輝け！勝利を掴んだその先へ 』と
いうキラキラしたテーマのもと、生徒たちがとてもいい顔つきで取り組んでいたの
が嬉しかったです。机上の勉強とは違った体験の学習が、色々な面で一人ひとりが
輝いて成長したと感じました。もちろん職員も一喜一憂して生徒たちと時を同じく
したことで今後に活きる成長をさせてもらえたと思います。 
さて、気は早いかもしれませんが、今年も残すところ３ヶ月になりました。 
３年生は、中学校生活もあと半年を残すのみとなってきました。また２年生は、

中学校生活の折り返し地点を過ぎ、ちょうど後半戦に突入したというタイミングに
なります。そして、３年生はもちろんですが、２年生も進路のことをお家の方も含
めて少しずつ気になってくる時期になるのではないでしょうか。 
１０月からは昼休みや放課後を使い、校長室で３年生との面談を控えています。

その中で将来のことや自分自身についてのことを問いていく時間になると思います
が、二中の生徒にはぜひ「ゴールを見据えて、目の前にあることを一生懸命やり続
ける力」をつけてほしいと思っています。学校生活の中で、“なぜこんなことをや
らないといけないのか？” “これに何の意味があるのか？” と思うこともあるか
もしれません。でも、そのことに一生懸命取り組めば、その経験から学びを得て、
自らの成長につなげていけるはずです。結果的に、その内容に不満が残るものだっ
たとしても、それはやったからこそ見いだせたものなのです。何もやらずに知った
ふりをしていても、何の成長もありません。ぜひ目標のゴールを再度確認し、今、
目の前にあることを精一杯やり続け、充実した秋を過ごしながら二中の生徒がチャ
ンスを掴み取ることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 10月２日発行 第５号 

学校教育目標「認めあう」 

●志 抱いて 学びあい ●豊かな心で 思いあい ●元気にスポーツ 鍛えあい 

二中だより 
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Get a chance! 

 

 


